
 

 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

              

            

            

            

            

            

            

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レール＆フェリーで航く 

(駿河湾より望む富士) 

【東京駅発着】  限定１４名様！ 

【ご旅行期間】 

2021 年 1月 6日(水)～1月 8日(金)3日間 

旅行代金:１５８，０００円 （2 名 1 室の場合のお一人様） 

 

※お支払実額：１３０，０００円 

★別途地域共通クーポン 12,000円をお渡しします。 

(1名 1室利用の場合の追加料金:29,000円) 

※静岡駅集合/伊東駅解散も可能です。お問い合わせください。 

                   ～旅のポイント～      

＊冠雪をいただき白く輝く絶景の富士山を満喫するチャンス満載！ 

＊｢静岡の聖地久能山東照宮｣や｢伊豆の名刹修善寺｣で初詣｡ご利益を！ 

＊お泊りは、風景美術館とも称される富士山を望む「日本平ホテル」 

と､広々とした露天風呂で人気の和風モダンの宿「青山やまと」です。 

 

■最少催行人員:10 名■添乗員:同行■食事:朝 2･昼 2･夕 2 

■日本平ホテル/日本平ホテル(日本平ツイン)/青山やまと(和室) 
■貸切バス会社:富士交通又は同等の会社※スケジュールは天候･海象
現地事情などにより変更となる場合もございます。気象状況により各展

望台や施設から富士山がご覧いただくことができない場合もございま
す。  :富士山絶景スポット    :初詣スポット 

 

駿河湾フェリー「富士」 

 

 
絶景・感動・大パノラマ！初春の富士と久能山･修善寺初詣 

 

全長:83m 幅:14m 総ﾄﾝ数:約 1,554 ﾄﾝ 航海速力:18.5 ﾉｯﾄ  

特別室:100 席 一般室:306 席 貸切特別室:8 席 

最大搭乗旅客:414 名(定期便の場合) 最大積載車両:大型バス 12 台+乗車

車 5 台または、乗用車 54 台+バイク 8 台+自転車 8 台 

清水港～土肥港(片道約 70 分) 

 

 2020 年 3 月 14 日 

運行開始の全席グ

リーン車、「サフィ
ール踊り子」号に

も乗車します。 

★GoToトラベルキャンペーン給付額:▲28,000円 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

         

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、この旅行は Go To トラベル事業の支援対象です。２、旅行代金
158,000 円から Go To トラベル事業による給付金を引いた金額 130,000円

がお客様のお支払い実額となります。旅行代金に応じた地域共通クーポン
が付与されます。３、給付金の受領について 国からの給付金はお客様に
対して支給されますが、当社および GoTo トラベル事務局は給付金をお客

様に代わって受領（代理受領）致しますので、お客様は旅行代金に対する
給付金を差し引いた「お支払い実額」をお支払いいただくこととなりま
す。なお、お取消しの際は、旅行代金を基準として所定の取消料を申し受

けいたします。お客様は当社による代理受領についてご了承のうえお申し
込みください。※注意：新型コロナウィルス感染状況により、支援事業対
象者の地域、内容が変更になる場合がございます。また、お申込み後、適

応地域などが変更になることがあり、通常ご旅行代金になる場合もござい
ます。ご不明点はお気軽に担当者までお問合せください。 

 
 

クルーズバケーションでは国土交通省、観光庁、関連省庁の指針
に沿い、ツアーの企画段階から新型コロナウィルス感染予防に取
り組んでいます。ツアー同行の添乗員は出発の 7 日前より健康チ

ェック（体温の測定、健康管理）を行います。また、ご参加のお
客様には出発前（7 日前前後）にご挨拶と健康に関しての質問等
をいたします。出発当日はバスの乗車前に検温を実施させていた

だきます。今回利用のバス会社、宿泊先、立寄り先（昼食先、観
光地等）のコロナ対策に関しては各ホームページをご覧くださ
い。また、お申し込みのお客様には申込書と一緒にコロナ対策一

覧をお送りします。 

 

お問合せ・お申込みは 

 

 

 

 

 

 クルーズバケーションコロナ対策ツアー 

        ※写真は全てイメージです。 

 ザ･ウィンザーホテル洞爺 

日本平ホテル:風景美術館とも称

される高級ホテル。眼下に広がる駿

河湾、遠く伊豆の山々を見渡し、正

面に世界文化遺産の富士山三保の

松原を望む絶好のロケーションで

す。日本平ツインは 45 ㎡の広々と

した客室と 11 ㎡のバルコニーの全

面 6m のガラス張りのエリアから富

士山の絶景をご堪能ください。 
 

青山やまと（せいざん やまと） 
緑の美しい静かな丘の上に建つ和風モダンの宿で

す。源泉かけ流しの温泉とチョイスが楽しい四季

折々の旬会席、広々とした客室からは、広がる相模湾

と伊東の街並を見渡せます。 

100%源泉かけ流しの「せいざんの湯」は、浮き橋を 

渡って行く湯殿には広々とした大浴場と目に映る緑

と吹く風が心地よい露天風呂などがあり、涌出口の 

異なる２つの源泉をブレンドしています。 

 

旅行条件（要約）  ＊お申込みの際に別途お渡しする旅行条件書を十分にお読みください 
●お申込金：お 1 人様につきご旅行代金の 20％ 旅行のお申し込みは所定のお申込書にご記入のうえ、申込金額を添えてお申込み下さい。申込金
は旅行代金または、取消料もしくは、違約料の一部として充当します。●この旅行は株式会社クルーズバケーション（以下当社）が企画・募集し
実施する企画旅行です。この旅行に参加されるお客様は当社と募集型企画旅行契約を締結することになります。募集型企画旅行は当社が契約の締
結を承諾し、申込書と申込金をいただいた時に成立します。●旅行代金に含まれるもの：旅行日程表に明示された２泊宿泊代（夕朝食付き）日程
表内の観光（拝観、昼食代含む）、陸上・海上移動手段による交通費●旅行代金に含まれないもの:自由食となる昼食代、アルコール類、クリーニ
ング、電話料、インターネット通信料、追加飲食など個人的性質の諸費用およびそれに伴う税・サービス料、自宅から集合・解散場所までの交通
費や宿泊費用●取消料 ■旅行開始の前日から起算してさかのぼって解除する場合解除する場合：■２０日前～８日前まで 旅行代金の２０％ 
７日前～2日前 旅行代金の３０％■前日に取消し 旅行代金の４０％ ■出発日当日の取消し 旅行代金の５０％ 無連絡不参加・旅行開始後の
解除 旅行代金の 100％  ●旅行条件基準日:2020 年 8月 31 日  

 

露天風呂 「星の湯」 

久能山東照宮: 晩年を駿府で過ごした徳川家康が元
和 2 年（1616 年）に死去した後、遺命によってこの地に埋

葬されました。江戸時代には 20 年に一度、明治時代以降

では 50 年に一度、社殿をはじめとした諸建造物の漆塗り

替えが行われており、近年では 2006 年（平成 18 年）に社

殿の塗り替えが完了しました。 2010 年（平成 22 年）12

月に、本殿、石の間、拝殿が国宝に指定されました。  

 

富士見テラス(伊豆の国パノラマパーク) 
ロープウェイで山頂に登り、伊豆の国パノラマ

パークへ。そこには伊豆屈指の絶景「富士見テラ

ス」があります。富士山と駿河湾の絶景の中で食

事やお茶(有料)を楽しむことができるなど、ゆ

ったりとくつろげる居心地のよい空間となって

います。大パノラマをご堪能ください。 

日本平ホテル外観と富士山 

 

 

 

 

青山やまと外観 

バルコニーから望む富士 

ロープウェイからの眺め 

ロープウェイで標高 452ｍへ 久能山東照宮 

当面の営業は月･水・金 

営業時間 10:30~16:30 

※写真は全てイメージです。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A7%BF%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E5%BA%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E5%92%8C_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E5%92%8C_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/1616%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E8%A8%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E5%BB%BA%E7%AF%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BC%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/2006%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%88%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/2010%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E5%BB%BA%E7%AF%89#本殿の起源
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%A9%E7%8F%BE%E9%80%A0#概要
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E5%BB%BA%E7%AF%89#拝殿の起源
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%9D

